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先頭に立ってワイズの光を輝かそう－クラブで、地域で、国際社会で 
Let Y’smen Light Shine before Others 

in the club, in the community, in the World 
 

今月の強調点 評価・計画  

 

 

  

 

  

 

 

西日本区全体が、草花や稲作に恵みをもたらす梅雨の季節を迎えました。洗濯物の乾燥という点で悩ましかった

り、外出に傘が欠かせないといった煩わしさが付きまといますが、水無月６月から文月７月にかけての約２ヵ月間、

稲穂を育てるには欠かせない天からの恵みと思えば、雨模様もプラス思考に変えられるのではないでしょうか。 

 

いよいよ、今期も最後の１ケ月を迎えました。ここまで、おぼつかない足取りの理事キャビネットを支え、つつ

がなく役目を終えることができるよう、ご支援、ご協力を頂きましたことに改めまして感謝申し上げます。 

素晴らしい働きをして下さった７人の主任の皆さま、各部に理事の思い、区の方針を正確に伝え、各部、各クラ

ブの発展に尽くして下さった９人の部長の皆さまです。そして、直前理事、次期理事、お二人の監事、常置委員会、

特別委員会、専任委員、小委員会の委員長、委員、そして多くの諸先輩の皆さまから適切なご指導、ご助言を賜り、

迅速かつ的確にそれぞれがその責任を遂行下さったればこそ、無事に今期の幕を下ろし、次期へスムーズにバトン

を渡すことができるのだと痛感しております。ありがとうございます。 

 

さて、今月の強調点は、評価・計画です。今期の目標に掲げました“２クラブの設立”はかなわず、会員増強の

“前期末100名の増員”も微増に留まりそうですが、献金については、ほぼ目標を達成頂きました。今期の活動キ

ーワードとして掲げました「現場」「若者」「国際」についても、十分な成果をあげることができました。特に、ユ

ースに関しましては、国際大会に合わせて開催されたユースコンボケーションに８名のユース派遣が、８月に開催

されますＡＹＣには12名ものユース派遣が予定されています。また、各部、各クラフでユースとの交わりを深め、

その育成に力を注がれたことと認識します。国際という面でも、国際大会には多数の参加登録がありましたし、多

くのクラブにおいてＩＢＣ交流が盛んに行われました。８月のアジア大会への登録も順調と聞いております。2015

年８月に開催されますアジア大会は、西日本区でお引き受けすることが決まり、準備が始まっております。ワイズ

メンの名称と、ロゴマークの名称変更など、国際への関心が高められた一年ではなかったかと思います。国際組織

であるワイズメンズクラブであることの誇りを胸に、世界との交わりが一層強められていくことを期待します。 

そして、ワイズメン一人ひとりが、ワイズメンズクラブが、先頭に立って光を輝かせたかどうか、また、ワイズ

メン一人ひとりの満足度向上がはかられたかどうか、真摯に評価、分析をしたいものです。その評価と分析に基づ

き、次の計画づくりにつなげることです。、亀の歩みでも、確実に前進していきましょう。西日本区大会が、それを

確認する場となりますことを祈念し、一同、心よりお待ち申し上げます。 

 

（３月号以来のことですが、理事キャビネットで相談し、故成瀬理事の訴えたいだろう思いと想像しつ

つ、まとめております。事情をご理解下さいます様、宜しくお願いいたします。）文責／谷川 修） 

2012-2013年度 西日本区   書 記 平野実郎   会 計 渡辺真悟 

               事務局 谷川 修・荒川 恭次・川口 惠 

ヨハネによる福音書９：２～３ 

弟子たちがイエスに尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見えないのは、だれ 

が罪を犯したからですか。本人ですか。それとも、両親ですか。」イエスはお答えに

なった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない。神の業がこ

の人に現れるためである。」 

 

 

 

 

 

  

 

 

                           



 

 

弟子たちがイエスに尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見えないのは、だれが罪を犯したからですか。

本人ですか。それとも、両親ですか。」イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯し

たからでもない。神の業がこの人に現れるためである。」  ヨハネによる福音書９：２～３ 

 

宝塚ワイズメンズクラブの25周年記念例会(2013年５月25日開催)で、細川佳代子さん（細川元首相婦人）が

その講演の中で、「人は6.5%が障がいをもって生まれている。そういう人を受け入れて共に歩む時、やさしい社

会が生まれる。それは神様が私たちに与えて下さった『めぐみ』であります。」と話された。そして、そういう社

会を目指すのがインクルージョン社会だという。今月の聖句の意味ではないでしょうか。 

                           西村 清(クリスチャニティー特別委員／名古屋) 

 

 

ポイント  ワイズメンの満足度は向上しただろうか。クラブ数が増加しただろうか。会員数がいくら増加

したか。数値で見える尺度で評価して、次年度の計画につなげよう。 

 

 

 ■日 時；2013年6月22(土)午前10時30分～11時30分  

 ■会 場；ウェスティンナゴヤキャッスル 青雲の間  

 ■ご持参頂くもの；「議案書および稼働報告書」ロースターなど 

 

 

 ■日 時；2013年6月22日(土)～23日(日) 

 ■会 場；名古屋能楽堂(1日目午後のみ)ウェスティンナゴヤキャッスル(1日目夜～2日目) 

第一日目オープニングにて(名古屋能楽堂)バナーセレモニーが行われます。各部長、各クラブ会長(代表者)の

方々は、「部旗、クラブバナー」をお忘れなくご持参下さい。また自前の足袋で登壇される方は足袋もお忘れなく。 

 

 

  

■日 時；2013年6月22日(土)午前9時～ 

■会 場；ウェスティンナゴヤキャッスル(部屋の詳細は、会場案内にてご確認下さい) 

主任、部長の皆さまは、理事・役員引き継ぎ式が第二日目(6月23日)午前に行われますので、役職のワイズピ

ンバッチをくれぐれもお忘れなくご持参されますよう宜しくお願いします。 

 

第16回西日本区大会は、お陰さまで800名を超えるご登録を頂きました。参加して良かったと思えるような、

いつまでも心に残る大会にすべく、最後の準備にまい進しております。一同、心よりお待ち申し上げております。 

若松 芳弘 第16回西日本区大会実行委員長（四日市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の強調点 評価・計画 

第４回役員会・第２回準備役員会が開催されます 

 

行 

 

編 集 後 記 

 今期の理事通信もこれが最後となりました。適切に掲載

すべき記事を載せることができていたのかと反省ばかり

でありますが、皆さまのご理解で無事役目を終えることが

できました。ありがとうございました。  

理事事務局 谷川 修 

聖書の教え(今月の聖句について) 

 

2012-2013年度代議員会にお忘れなくご持参を 

2012-2013年度西日本区大会にお忘れなくご持参を 


